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Ⅰ　研究の目的　

　プレイセンターは、ニュージーランド発祥の幼

児教育制度で、親子がともに育ちあう場として親

の活動から各地に広がり、約60年の歴史がある。

プレイセンターの基本方針は以下の３つであり、

これらは日本のプレイセンターにも受け継がれて

いる。

① 「子どもの遊びを尊重する」　遊ぶことは学ぶ

ことであり、子どもの自由な活動を大切にして、

子どもの遊びを禁止したり、作ったものを壊し

たりしないこと。

② 「親の学習」　親は協力して育児をしながら、

教育理念やトラブルへの対処などについて学び

あう。

③ 「親による協働運営」　親が力を出し合って運

営する。プレイセンターではスーパーバイザー

というリーダー役がいて、まとめ役として、ま

たプレイセンターというシステムの継続性のた

めに重要な役割を担っている。また、親たちが

互いを愛称で呼びあうこともプレイセンターの

約束の一つである。

　ニュージーランドでは、最近は幼稚園の普及に

よって幼児教育施設の１割強へと減少してきたと

のことであるが,日本においては平成12年（2000

年）ころから、「子育て支援」活動の一つとして、

親の運動により首都圏を中心に徐々に普及してき

た。
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　「恵庭型プレイセンター」のプロジェクトは、

平成20年度の内閣府「地方の元気再生事業」に

採択され、初の自治体設置のプレイセンターとし

て、恵庭市に開設された。少子化社会の中で広

がっている育児不安を解消するためには、親子の

育ちあいの場であるプレイセンターが有効である
１）との判断に基づいている。上記の基本ルール

を守ったうえで、各プレイセンターには独自の活

動や運営の仕方が認められているため、恵庭型に

は民間設置のプレイセンターとは異なる特徴が生

まれる余地がある。

　筆者は、恵庭型プレイセンターの準備段階であ

る「プレ・プレイセンター」の時期から本企画に

かかわる機会を得て、20年度の本格的実施と同

時に受託研究を担当した。日本の他のプレイセン

ターは親たちの強い願いをもとにした草の根的運

動で設置されているが、「恵庭型」にあっては自

治体が提供した場であるという違いがある。そこ

で本研究では、親の協働運営が求められる子育て

支援システムである「恵庭型プレイセンター」に

おいて、設置後間もない時期の参加者がプレイセ

ンターをどのように受け止め、どのようにかかわ

ろうとしているかを明らかにしたいと考える。

　

Ⅱ　調査方法

　プレイセンターに参加している母親を「参加群」

とし、これに参加していない「一般群」にも質問

紙による調査を実施して、両群の回答を比較した。

調査時期はプレイセンターが本格的にスタートし

た10月から約５ヶ月後の平成20年２月下旬から

３月上旬である。

　質問紙の配布と回収状況：「参加群」　配布99、

回収71（回収率71.71％）。「一般群」　配布157、

回収123（回収率78.3％）。一般群の対象は、３歳

児健診・ひろば事業・保健事業（フッ素塗布など）・

一般家庭（就園前）から、ほぼ同数ずつランダム

に対象者を選択し依頼した。

Ⅲ　結果と考察

１　自分と家族について

（１）参加している親の年齢　　20代：参加群

15.49 ％、一般群　21.95 ％。　30代：参加群

　73.24 ％、一般群68.29 ％。40代：参加群　

11.27％、一般群　7.32％。

（２）現在の就労状況　　両群ともに無職（専

業主婦）が最多で、参加群では87.32％、一般群

では84.55％であった。フルタイム勤務は参加群

2.82％、一般群4.88％であった。

（３）過去の就労経験　　参加群は「結婚を機に

退職した人」が42.16％、一般群では34.58％であっ

た。「結婚後も仕事を継続して妊娠・出産を機に

退職した人」は参加群では45.78％、一般群では

50.38％であった。「結婚前から現在も仕事を継続

している」ケースも一般群のほうが多かった。こ

の結果から、参加群の方が、退職時期が早く、仕

事を継続する割合も低いことが分かる。

（４）子どもの年齢と数　　参加群の家庭では、「子

ども数」は平均1.73人で、「1歳以下」は0.25人、

「小学生以上」が0.31人。不参加群では「子ども

数」は1.53人、「1歳以下」は0.62人、「小学生以上」

は0.23人。参加群の方が、不参加群より1歳児以

下が少なく、小学生以上が多い。参加群の親の方

の年齢構成が一般群よりもやや上であるのは、子

どもの年齢が上であることと関連している。また、

参加群の方が家庭にいる期間と子育ての期間が長

いといえる。

（５）子育てを手伝ってくれる人（複数回答）　　

｢夫｣ やその他の身内と答えた割合は参加群が多

い。特に「夫の親」を選んだの は参加群の方が

一般群より約10ポイント多い。
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表１　子育てを手伝ってくれる人（複数回答）

手伝ってくれる人
参加群　
人（対回答者%）
N=71

一般群
人（対回答者%）
N=123

夫  56 （78.87）  93 （75.61）
自分の親  34 （47.89）  55 （44.72）
夫の親  24 （33.80）  29 （23.58）
自分のきょうだい  12 （16.90）  15 （12.20）
夫のきょうだい  3 （4.23）  2 （1.63）
子どもの誕生前から
の友人・知人  2 （2.82）  5 （4.07）

子育て中の仲間  8 （11.27）  12 （9.76）
保育所・幼稚園  8 （11.27）  13 （10.57）
近所の人  4 （5.63）  8 （6.50）
いない  7 （9.86）  10 （8.13）
その他  3 （4.23）  10 （8.13）
無回答  0 （0.00）  1 （0.81）

２　プレイセンターへの参加について

　参加群に、プレイセンターの参加について質問

した。一般群と比較している場合は、その旨を（比

較）として項目名の右に記した。

（１） 現在プレイセンターに来ている子どもの人

数　　「１人」が73.24％、「２人」が21.13％、「３

人」が2.82％（親子２組）であった。

（２）初めて参加した時期　　プレイセンターが

本格的にスタートした「20年10月」が44.44％、「20

年11月」25％、３番目は「プレ・プレイセンター

事業」から16.67％で、比較的早い時期からの参

加が86％である。その後は冬を迎え、乳幼児を

連れて外出することを控えたのか、新参加は停滞

気味であった。

（３）参加頻度　　毎月の参加状況は、「一定して

いない」が33.80％いるが、「ほぼ毎回」と「２.３回」

を合わせると59.16％である。しかし 回答率を考

慮すると、「１度だけ来てやめてしまった」人は

数字に表れないうえ、「１回程度」の人が登録者

の中に相当程度いることが推測される。

（４）参加のきっかけ　　「友人・知人からの誘

い・紹介」が61.1％、「広告やチラシを見て」が

30.56％である。子育て支援の場を選ぶにあたっ

て、「口コミ」の力と、恵庭市が新しい子育て支

援の場として大々的に宣伝したことの効果が大き

かったようである。

（５） 他の子育て支援の利用経験（比較）　　対に

なった５組の質問の回答を見ると、他の子育て支

援において、「親同士の関係」、「自分の居場所」

について、参加群は一般群ほど満足していない。

（６）プレイセンターを利用した感想

　「自分の居場所がある」と感じたのが６割以上、

「親子双方が受け入れられている」は８割近い。「親

同士の意思疎通ができる」も開設後間もない時期

ながら５割に達している。「子どもの遊び」も９

割が自由と感じており、プレイセンターの基本方

針が徹底されていることがうかがわれる。これら

の結果については、プレイセンターという新しい

子育て支援システムを理解して運営にあたった職

員（保育者）のかかわり方が、大きく影響してい

ると考えられる。２）

表２　他の子育て支援の利用経験	

他の子育て支援の場を
利用した経験

参加群
人（対回答者
%）N=71

一般群
人（対回答者
%）N=123

・利用したことがある 	 58	（81.69） 	 92	（74.50）
自分の居
場所が

見つかった 	 5	 （7.04） 	 25	（20.33）
なかった 	 8	（11.27） 	 7	 （5.69）

子どもの
遊びは

自由だった 	 18	（26.76） 	 43	（34.96）
制限があった 	 8	（11.27） 	 2	 （1.63）

子どもへ
の配慮が

あった 	 16	（22.54） 	 32	（26.02）
不足していた 	 １	 （1.41） 	 1	 （0.81）

親同士の
関係を

作れた 	 9	（12.68） 	 35	（28.46）
作りにくかった 	 25	（35.21） 	 11	 （8.91）

楽しいと 感じていた 	 26	（36.62） 	 65	（52.85）
感じなかった 	 9	（12.68） 	 4	 （3.25）

・利用したことはない 	 9	（12.68） 	 23	（18.70）
その他 	 3	 （4.32） 	 2	 （1.63）
無回答 	 1	 （1.41） 	 5	 （4.27）

表３　プレイセンターの感想

プレイセンターの感想
参加群

人（対回答者
%）N=71

自分の居場所があると 感じる 	 44	（61.97）
感じない 	 12	（16.90）

子どもの遊びが自由 である 	 64	（90.14）
でない 	 0	 （0）

親子双方が受け入れられて
いると

感じる 	 55	（77.46）
感じない 	 4	 （5.63）

親同士の意思疎通が できる 	 36	（50.70）
不十分 	 24	（33.80）

親と保育者（市職員）の間
が

丁度よい 	 54	（76.06）
距離がある 	 5	 （7.04）

他の子育て支援と変わらない 	 4	 （6.63）
その他 	 4	 （5.63）
無回答 	 1	 （1.41）
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（７）プレイセンターに期待すること（複数回答）

　「子どもが他の子どもと遊ぶ機会を作りたい」

が１番多いが、子育て支援の選択には親自身の居

心地の良さが大きく影響することは、表２、表３

に表れている。また、「子育ての様々な知識や工夫」

についての関心も高く、「企画に参加したい」、「学

習会に参加したい」が約2割いることにも、子育

てを通して学び、行動する意欲が表れている。

（８）子どもを見る目の変化

　各回答から、子育てについて心にゆとりが出て

きたことが表れている。「他の子どもたちも皆い

としく可愛く思えるようになった」も、ゆとりの

表れを示している。

（９）今後どのような立場で参加したいか　（複数

回答）

　「楽しみながら自分のできることをしたい」が

８割以上おり、２～３割が他の親や子どもとのか

かわりや、活動主体としての参加の意欲を持って

いる。「親の協働」が少しずつ受け入れられてき

ていると思われる。

（10）自分の子どもが成長した後のプレイセン

ターとのかかわり　（複数回答）

　「自分の子供の成長後にもプレイセンターとか

かわりたい」38人（55.07％）のうち、「学習会・

研修会」、「頼れる卒業生」、「資料作り・記録」な

ど少数ながら明確なイメージを持っている親の存

在は、プレイセンターが単に子育て支援の場とし

てだけでなく、親の活動や学びの場として機能し

ていることを意味する。ニュージーランドでは、

プレイセンターは「子育て経験と地域社会をつな

ぐ場」３）と理解されていることと考え合わせて、

興味深い結果である。

（11）子ども観、子育て観について（比較）

① 子どもを見る目

表５　プレイセンター参加後の子どもを見る目の変化

子どもを見る目や子育て観について今まで
とは変わりましたか

参加群
人（対回答者%）
N=71 

子どもの目線に立てるように なった 	 16	（22.54）
なりたい 	 24	（33.80）

子育てを楽しめるように なった 	 31	（43.66）
なりたい 	 11	（15.49）

おおらかな気持ちで子育てしよ
うと思うように

なった 	 34	（47.89）
なりたい 	 14	（19.72）

他の子どもたちもみないとしく
可愛く思えるように

なった 	 26	（36.62）
なりたい 	 13	（18.31）

特に変化は しない 	 14	（19.72）
望まない 	 4	 （5.63）

その他 　 	 2	 （2.82）
無回答 　 	 2	 （2.82）

表 7　	わが子の成長後のプレイセンターとのかかわり

自分の子どもが成長した後のプレイセンター
とのかかわり（複数回答可）

参加群
人（対回答者
%）N=71

かかわりたい                        	 38	（53.52）
　まだ分からないが、なんらかの形で 	 26	（36.62）
　学習会・研修会など 	 8	（11.27）
　子どもの面倒を見てあげられる「頼れる卒
　業生」として 	 5	 （7.04）

　資料作りや、記などにかかわりたい 	 4	 （5.63）
　その他 	 3	 （4.23）
　無回答 	 5	 （7.04）
かかわりたいと思わない              	 28	（39.43）
　無回答                               	 3	 （4.23）

表４　プレイセンターに期待すること（複数回答）

プレイセンターに期待すること
参加群

人（対回答者
％）N=71

子どもが他の子どもと遊ぶ機会を作りたい 	 53	（74.65）
子どもと外出することを楽しみたい 	 43	（60.56）
子育ての様々な知識や工夫を学びたい 	 35	（49.30）
子どもとの上手な遊び方を知りたい 	 33	（46.48）
自分自身が友だちを作りたい 	 28	（39.44）
子育て不安を持つ親と支えあいたい 	 14	（19.72）
企画などに参加したい 	 14	（19.72）
学習会に参加したい 	 14	（19.72）
少しでも子どもと離れる時間を作りたい 	 10	（14.08）
子育ての悩みを聞いて欲しい 	 10	（14.08）
自分の子育てがこのままでよいのか知りたい 	 7	 （9.86）
その他 	 3	 （4.32）

表 6	　今後の参加の仕方について

どのような立場で、今後参加したいか
参加群

人（対回答者
%）N=71

楽しみながら自分のできることをしたい 	 59	（83.10）
他の親とかかわっていきたい 	 21	（29.58）
他の子とかかわっていきたい 	 20	（28.17）
他の親と一緒に、企画や何かの担当をできる
ようにしたい 	 13	（18.31）

プレイセンターの楽しさを伝えて参加者を広
げていきたい 	 11	（15.49）

まだよくわからない 	  9	（12.68）
無回答 	 1	（ 1.41）

表 8	　わが子の見方

子どもをどうみているか
参加群
人（対回答者%）
N=71

一般群
人（対回答者%）
N=123

かわいいと思う 	 62	（87.32） 	 116	（91.31）
発達に不安な面がある 	 5	（7.04） 	 10 	（8.13）
いろいろな面が順調に発達
していると思う 	 42	（59.15） 	 88	（71.54）

見ているだけで楽しい 	 33	（46.48） 	 65	（52.85）
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　「かわいいと思う」が、両群とも大多数であるが、

「いろいろな面が順調に発達していると思う」は、

参加群は59.15％で一般群より12ポイント以上低

い。しかし、「発達に不安がある」は、両群の差

が小さい。これは参加群が、子どもの何が不安と

いうことではなく、漠然と「順調な発達」に確信

が持てないという傾向が強いということなのかも

しれない。

② 子育て中の自分

　両群とも「いらいら」を子どもに向けているこ

とは注意すべき点である。　

③ 育児方針

　「小さいうちは甘やかしてもいいと思う」は一

般群が17.07％で、参加群より10ポイント以上多

い。しかし差は小さいものの、「厳しく育てるべ

きだ」は３ポイント近く参加群の方が多く、一方

「体罰容認」は２ポイント近く一般群が多い。

（12）自由記述　　自由記述の中から、親の参加

に関するものを抜粋した。「要求」「不満」につい

ては、プレイセンターの基本方針を守りながら、

すでに改善されている点もある。

［好評価、期待］

・ プレイセンターのよさをもっと分かってもらい

たい。遊びの広場と思っている人が多いと思う

し、学習会など行って、理解してもらえるとい

いと思う。私ももっと分かりたい。期待してい

る。

・ プレイセンターに参加して、気分が楽になった。

（同趣旨　他に１件）

・ 子どもが大きくなるにつれ、二人でお出かけす

るのに慣れてきたときに、プレイセンターが出

来たのですごくありがたい。最近は離れて遊べ

るようになってきたし、子どもの中にいること

にも慣れてきてうれしい。感謝！先生たちみな

さん子どもとのかかわり方や遊び方が上手で、

まねていきたいことがいっぱいあります。息子

も先生が大好き。

・ 子どもと家にいて、ストレスや不安を抱えてい

る人や、どこに行けば友達ができるのか分から

ないお母さんが１人でも減るように、プレイセ

ンターが気軽に遊びに行き楽しめる場所であっ

てほしい。

・ プレイセンターが子育て中の私たちのパワー発

揮の場、きっかけになるのではないかと楽しみ

にしています。子育ては父親にとっても成長の

ビッグチャンスですね。

・ いろんな遊び物があったりする。決まったこと

をしなくていい。

・ プレイセンターに参加して、引越ししてきて知

り合いが出来ていくのが楽しみになった。

・ 途中参加のせいか、私自身人見知りのためもあ

り、ちょっと入りにくい空気も感じる。遊びに

関してはとても素晴らしい。積極的に参加して

いきたい。

・ 市職員が本当に子どもが好きで、一所懸命で親

子に熱心に接してくれる。

・ プレイセンターが、子どもが楽しく遊べ、のび

のびと成長できる場であることを望んでいる。

 ［改善要求］

・ 子育て支援センターやサークルとの違いを明確

表 10　子育て中の自分

　子育て中の自分
参加群　
人（対回答
者%）N=71

一般群　
人（対回答
者%）N=123

子どもにどう接すればいいのか
不安になる  11 （15.49）  15 （12.20）

子育て中は世間から取り残され
ているような気がする  9 （12.68）  12 （9.76）

子育てによって自分も成長した  40 （56.34）  73 （59.35）
いらいらして子どもに当たるこ
とがある  29 （40.85）  55 （44.72）

子どもに縛られているようでつ
らい  3 （4.23）  10  （8.13）

子どもと遊ぶのは楽しい  37 （52.11）  65 （52.85）
子どもが泣いたり体調が悪い
と，不安でたまらない  9 （12.68）  23 （18.70）

表９　育児方針

育　児　方　針
参加群
人（対回答
者%）N=71

一般群
人（対回答
者%）N=123

小さいうちは甘やかしてもいい
と思う 	 5	（7.04） 	 21	（17.07）

子どもは厳しく育てるべきだと
思う 	 6	（8.45） 	 7	（5.69）

しつけのためには体罰も必要だ
と思う 	 5	（7.04） 	 11	（8.94）

早期教育に関心がある 	 7	（9.86） 	 12	（9.76）
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に伝えるべき。（同趣旨　他に1件）

・ 親同士が月に１，２回でも交流する場があって

もよい。今後の運営は親の意識にかかっている。

・ 親の学習会のとき、赤ちゃんのいるママも参加

しやすいようになるとよい。

・ 父親も気楽に参加できる企画があるとよい。地

域で子育てしていると言う気持ちになれると、

自分もまわりのお母さんたちも楽しく子育てし

ていけるのではないか。うちの子もまわりの子

も一緒に育っていく地域というのが理想。

［不満、戸惑い］ 

・ 当番表が送られてきて、ちょっと行きづらく

なった。　

・ 行くたび、行くたび、マイクで意見を求められ

るのが苦痛だ！！　自分の意見をまとめてうま

く言える人はいいけど、あがって何も浮かばな

いのに、マイクが来るので、あの時間がいやで、

行く気がうせる。やめて欲しい。もっと気軽に

行けるといいのに。

・ ただ遊ぶのではなく、子どもと一緒に遊ぶこと

を知らなかった。

・ 当番があるとは知らなかった。　

・ いろいろ話し合いがあったりするところと知ら

なかった。

・ 勉強会がある、毎日利用できない、利用日が固

定しているなど知らなかった。

Ⅳ　まとめ

　本研究は、「恵庭型プレイセンター」が本格的

にスタートしてからわずか５カ月後の調査であ

る。そのため「プレイセンター」の特徴が十分に

周知されていなかったためか、自由記述には親た

ちの戸惑いが少なからず見られた。子どもの遊び

への満足度はかなり高いといえるが、親の学習と

協働運営という２点は、従来の子育て支援と異

なっているため、そこがプレイセンターの長所で

あるにもかかわらず、すぐには受け入れにくい点

ともなっている。

　しかし、従来の子育て支援事業が親をサービス

の受け手としてのみとらえ、その主体的活動にほ

とんど期待していなかったのに対して、「恵庭型

プレイセンター」は親の協働運営を自治体の子育

て支援に取り入れた画期的な試みであり、それが

受け入れられつつあることを本研究は明らかにし

た。子育て支援に限らず、保育にかかわる者は、

プレイセンターを受け入れた親たちのニーズを改

めて理解する必要があるのではないだろうか。

　子育て支援のあり方については、「これからの

子育て支援は、『すべての子ども』の生活の場、

育ちの場として家庭と連携しながら提供される必

要がある、また、『子育て終了者』対『子育て中

の者』という対立図式はサービスや施策の展開に

障害になる」４）という指摘もある。プレイセンター

のような新しい子育て支援システムの存在意義を

示唆しているといってよい。

　最後に、わが子がプレイセンターを終了しても、

積極的にかかわっている親が２人いることを報告

しておく。

付記

　本研究は、平成20年度の内閣府「地方の元気

再生事業」に採用された「恵庭型プレイセンター

社会実験プロジェクト」の委託研究費を受けて実

施した研究（主任研究員大滝まり子）のデータの

一部を再分析したものである。
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